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近代戦争は総力戦であり、「鉄」・「金」・「紙」の戦争と言われている。

「紙」は宣伝戦のことを意味するが、その手段はさまざまであり、ビラはその一つ
である。日中戦争期において、ビラによる宣伝戦も行われたので、その解明は戦争
中の宣伝戦・思想戦の実態を把握する鍵の一つであると思われる。しかしながら、
この角度からの体系的な研究は、日本でも中国でもほぼ空白状態に近い。これはビ
ラの実物の収集という基礎作業でさえ行われていないことに起因するではないかと
思うので、「日中戦争における中、日両国による宣伝ビラの収集と研究」をテーマ
として、まず日本では外務省外交資料館、防衛庁防衛研究所、東京大学、立命館大
學などを、中国では上海市、山東省、江蘇省にある関係檔案館を中心に、各機関や
大学に所蔵されている日中戦争期において中国戦場で撒布されたビラの実物を調査
・収集してきた。その結果、中国戦場で撒布されたものだけではなく、東南アジア
亜戦場でのものも数多く見つかった。 

そして、以上の作業をベースとして、先行研究を踏まえて、戦争中の中日双方の
宣伝主体・方針・政策を究明した上で、ビラに対する分析により、その宣伝対象・
対象別による宣伝内容及び目的を検討し、ビラの種類・表現形式・撒布手段・撒布
規模及びその宣伝効果の解明に努めていた。それにより次の事実を把握している。 

その他の宣伝手段より、ビラは圧倒的優勢を保っているので、日中戦争勃発直後
から、日本側は日本軍を、中国側は国民政府と国民党の関係機関・共産党の軍隊を
中心に、それぞれの宣伝方針・政策に基づいて、ビラによる宣伝戦を大規模に全面
展開した。日本側の宣伝対象は中国軍隊・民衆であるのに対して、中国側は日本軍
・偽軍・民衆などであったので、双方とも宣伝対象によって異なる宣伝戦略を採
り、宣伝内容を巧みに取捨することに力を入れた。また、宣伝効果を高めるため、
漫画型・書簡型・通行証型・詩歌型・紙幣型など多様な形式を使用し、あらゆる撒
布手段を講じていたが、特に中国共産党の方は宣伝手段を巧妙に活用し、優れた宣
伝効果を収めた。 

以上の研究成果をまとめて出版されたものが、『無声的炸弹 — — 伝単上的抗日戦
争』 (復旦大學出版社、 2017 年 )である。これからも、ビラの収集を続けると同時
に、中国での日本軍による宣伝戦の全貌解明を研究視野に入れるだけではなく、マ
ライ戦場でのビラ作戦を究明しようと思う。 
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